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研究成果の概要（和文）：イバダン（ナイジェリア），ナイロビ（ケニア）における脳卒中診療の現状を把握す
るために，ナイロビ大学副学長・疾患病理学Ogeng’o 教授を訪問し，その成果を国内誌に発表した．令和元年
11月には，ナイロビ大学の若手脳卒中医師（Dr. Ominde）を招聘し，日本の脳卒中診療をナイロビへ導入するた
めの教育的実習も行うなど海外学術研究が発展した．アフリカの脳卒中診療の現状に関する論文の共同執筆を行
った．
以上，アフリカの医科－歯科国際連携が構築でき，アフリカと日本の歯科診療体制の違いと脳卒中予後との関わ
りを検討できる体制を整えることが出来た．

研究成果の概要（英文）：In order to understand the current status of stroke treatment in Ibadan 
(Nairobi) and Nairobi (Kenia), we visited Professor Ogeng'o, Vice President of the University of 
Nairobi and Professor of Pathology, and also dental clinic to investigate oral hygiene status and 
stroke frequency in Nairobi. The results were published in a peer-reviewed journal. An overseas 
academic research was developed by inviting a young stroke doctor (Dr. Ominde) from the University 
of Nairobi and conducting educational training to introduce Japanese stroke treatment to Nairobi. We
 co-authored a paper on the current state of stroke care in Africa.
As mentioned above, we have established an international medical-dental cooperation in Africa, and 
have established a system that allows us to examine the relationship between the differences in 
dental practice systems between Africa and Japan and the prognosis of stroke.

研究分野：脳卒中学

キーワード： 脳卒中　アフリカ　歯科衛生

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
我が国とアフリカ（ケニア、ナイジェリア）の脳卒中医が相互交流を行い，日本の若手医師・研究者がアフリカ
の大学病院や歯科クリニックを訪問し，アフリカの若手医師が日本の脳卒中病院を訪問し、それぞれの診療を経
験する機会を得た．さらにその成果を，英文誌と邦文誌に出版することが出来た．以上，アフリカの医科－歯科
国際連携が構築でき，アフリカと日本の歯科診療体制の違いと脳卒中予後との関わりを検討できる体制を整える
ことが出来た．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

現在アフリカ諸国では脳小血管病の表現型である脳出血が急増しており，それはリスク因子 

の中でも高血圧が急増していることと関連が深い(Birbeck GL, et al. Nature 2015；協力研究 

者 Ogunniyi 教授の論文)．脳小血管病がアジア地域に，大血管病（頭蓋外頸動脈）が欧米に多 

いという差異がよく知られているが，アフリカで脳出血が多いという事実は，我々東アジアの 

遺伝的背景が欧米よりもアフリカのそれに近いことを意味している．日本も 1960 年代に脳卒

中が急増し，特に脳出血が多かった．そこで，アフリカで適切な高血圧管理や減塩の推奨などわ 

が国がこれまで成功を収めてきた施策を踏襲すれば，我が国がアフリカの脳卒中低減に率先し 

て貢献できる可能性が高いと考えられる． 

また，従来，口腔内の不衛生は脳卒中と相関することが世界中の様々な疫学調査で知られて 

いた（Gopal A, et al. Stroke and oral health. Vital 2008）．さらに，我々が大阪大学と共 

同で行った研究では，口腔内の特定細菌：齲蝕原性細菌の中でもコラーゲン結合性 Cnm 蛋白を 

発現する細菌株（Cnm 陽性齲蝕原性細菌）を保有することが脳出血と関連するというデータが

得られており，そのオッズ比は７倍を超える（Tonomura S, et al. Sci Rep 2016）． 

そこで，日本とアフリカが連携して脳卒中の実態調査を行い，かつ高血圧等のリスク因子に 

加え，口腔内のマイクロバイオーム検索を行い，将来の脳卒中低減に向けた対策（共同声明） 

を打ち立てていくことが重要である．また，アフリカ特有の問題点として，AIDS に合併する脳 

卒中が一定頻度を占めるという問題点も挙げられるが，免疫抑制に関連した口腔内不衛生が影 

響する可能性も考慮される．高血圧は塩分制限，口腔内不衛生は口腔ケアにより安価に脳出血 

リスクを低減できる方策である．申請者の所属施設である国立循環器病研究センターは，「かる 

しおレシピ」の発刊を通した，減塩・適塩による循環器予防の啓発，脳卒中患者に対する集中 

治療室での口腔ケアの実践など脳卒中予防・治療の分野において国内をリードする施設である． 

また，脳卒中治療の国内均霑化政策において主導的役割を担ってきた．これら脳卒中予防の経 

験をアフリカに還元できれば，アフリカが AIDS 治療から取り残されているような現状を，脳

卒中の領域においては日本の貢献によって未然に防ぐことが可能となる． 

申請者はこれまで，ケニア，ナイジェリアの研究者と共同研究を行ってきたことが，本課題を

申請する着眼点となった． 

 

２．研究の目的 

 アフリカでは，脳卒中が急増している．なかでも脳出血の占める頻度が高く，日本の 50 年前

の状況を繰り返している．これは，高血圧等の血管リスク因子の増加に加え，口腔内不衛生も原

因の一つと想定されている．実際に，口腔内の特定細菌が脳出血と関連することを申請者らは見

出し，そのメカニズムも分担研究者の仲野らにより報告されている．しかし，脳出血が減少して

いる我が国のみのデータでは，その因果関係の特定には限界がある．そこで，アフリカにおける



実態調査により脳卒中コホートを確立すると同時に唾液を採取し，日本人の口腔内細菌叢との

異同を検討し，脳出血発症に関与する口腔内細菌叢の変化を明らかにする．さらに，我が国とア

フリカの医師が相互交流し，脳卒中低減に向けた共同声明を打ち立てていくことを目標とする． 

 

３．研究の方法 

イバダン（ナイジェリア），ナイロビ（ケニア）における脳卒中診療の現状を現地調査する．

イバダン大学内科学 Ogunniyi 教授と Akinyemi 医師，ナイロビ大学疾患病理学 Ogeng’o教授

を協力研究者に迎え，脳卒中の病型別頻度，病院コホート（データベース）の確立，高血圧，HIV 

感染等リスク因子の解析，口腔内衛生状態の調査を行う． 

さらに，アフリカの脳卒中患者と健常者から採取した唾液より現地で DNA 抽出を行い，乾燥

DNAを連結匿名化の上で日本国内に輸送後マイクロバイオーム検索に用いる．日本国内の脳卒

中患者および健常者の口腔内マイクロバイオームとの異同を検討し，脳卒中患者の口腔内細菌

叢の変化を国際比較する． 

 

４．研究成果 

イバダン（ナイジェリア），ナイロビ（ケニア）における脳卒中診療の現状を把握するために，

ナイロビ大学副学長・疾患病理学 Ogeng’o 教授を訪問し，脳卒中の病型別頻度，病院コホート

（データベース）の確立，高血圧，HIV 感染等リスク因子の解析，口腔内衛生状態の調査を開

始した．その成果を国内誌に発表した（殿村 修一ら．アフリカでの脳卒中低減を目指した医科

―歯科国際連携の試み．脳卒中 2019）． 

令和元年 11月には，ナイロビ大学の若手脳卒中医師（Dr. Ominde）を招聘し，日本の脳卒中

診療をナイロビへ導入するための教育的実習も行うなど海外学術研究が発展した． 

アフリカの脳卒中診療の現状に関する論文の共同執筆を行った（Akinyemi RO, et al. Stroke, 

cerebrovascular diseases and vascular cognitive impairment in Africa. Brain Res Bull 2019）． 

以上，アフリカの医科－歯科国際連携が構築でき，アフリカと日本の歯科診療体制の違いと脳

卒中予後との関わりを検討できる体制を整えることが出来た． 

さらに，国際交流を発展させ，シンガポール，インドネシアの脳神経内科医との共同研究を開

始し，東南アジアで出血性脳卒中が多い理由を探索する研究を介する地盤を整えた． 
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